


森林や里山の保全活動体験の実施や、森林保全・里山保
全・農作物の影響への配慮などに関するセミナーを通じて、
里山をテーマにした地球温暖化の影響について考えます。

2時間 ２0名程度

草刈り機など 自治体

・人々の暮らしを支える大切な資源である里山の保全活動
が、地球温暖化の適応にもつながることを学びます。

・森林保全のフィールド、森林保全の指導者や道具の確保、
安全面への配慮が必要。
・天候に左右されるため、中止時の連絡体制や対応などを
決めておくことが望ましい。

里山をテーマにした気候変動の影響について、セミナーに
より自然災害の観点から学ぶとともに、森林保全や水源保
全活動が適応策であることをワークショップを通じて考えま
す。

2時間 20名程度

オンラインセミナー
準備一式 自治体

・里山地域での気候変動の影響について学びます。
・森林保全や水源保全等の活動が適応に関する取組みで
あることを知ってもらいます。

・里山地域において意識せずに行っている活動が、適応の
取組みであることがわかるような具体的な説明をするなど、
適応への気づきを与える工夫が必要。

農作物をはじめとした「食」に関するゲーム（神経衰弱ゲーム）
やクイズを通して気候変動影響について理解を深め、参加者
が各々取組める適応策とはなにかについて考えます。

6時間
（時間内自由参加）

４００名程度

イベント出展
（必要に応じて資料など）

自治体
私たちに身近な「食」をテーマにした気軽に取り組めるゲーム
やクイズを通じて、個人でもできる適応策について学びます。
例）体を冷やす食材、温める食材、災害に備える備蓄につい
てなど

・イベント出展の場合、一人あたりの体験・理解の時間が短く、
参加者へ解説資料を配布するなど補助的な工夫が必要。
・ゲームの中でも、適応について考えてもらえるよう、ヒントを
与えることが有効。

＊ハンドブックP13,22もご覧ください

＊ハンドブックP13,15もご覧ください ＊ハンドブックP17,20もご覧ください

＊ハンドブックP13,21もご覧ください

▲気候変動に適応するために、身近で出来そうなことは何だろう？

▲森の中でセミナー ▲森林保全体験

▲森林整備
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